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日
本
画
家
の
堀
文
子
さ

ん
が
、
先
月
５
日
に
死
去

し
た
。
師
匠
も
弟
子
も
な

く
、「
群
れ
な
い
、
慣
れ

な
い
、
頼
ら
な
い
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
晩
年
ま
で
創
作

に
励
み
、
１００
歳
の
生
を
全

う
し
た
▼
５
年
前
、
堀
さ

ん
は「
特
定
秘
密
保
護
法
」

が
国
会
で
成
立
し
た
際
、

「
当
時
の
国
情
と
今
の
世

相
が
あ
ま
り
に
似
て
い

る
」
と
戦
争
体
験
者
と
し

て
の
危
機
感
を
直
ぐ
に
投

書
し
Ｔ
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
。
こ
の
時
９５
歳
▼
日
公

連
の
津
島
雄
二
会
長
も

「
日
本
社
会
に
対
す
る
危

機
感
」
に
つ
い
て
、
度
々

会
議
の
冒
頭
で
述
べ
て
い

る
▼
ま
た
、
先
の
全
国
事

務
局
長
会
で
日
公
連
が
直

面
し
て
い
る
危
機
に
つ
い

て
迫
力
あ
る
意
見
が
出
さ

れ
た
▼
福
島
原
発
事
故
で

は
、
想
定
外
と
い
う
言
葉

が
、
幾
度
も
使
わ
れ
た
が

欺
瞞
で
あ
る
。
眼
前
に
迫

る
「
生
命
や
組
織
」
存
亡

の
危
機
を
、
ど
の
様
に
予

測
し
対
応
す
る
か
は
、
他

人
事
で
な
い
。
舵
取
り
す

る
者
は
責
任
重
大
で
あ
る

▼
高
齢
人
口
の
増
大
、
年

金
制
度
の
持
続
、
退
公
連

の
諸
問
題
等
を
見
据
え
、

危
機
を
察
知
し
、
対
応
す

る
「
感
性
と
行
動
力
」
を

示
す
こ
と
が
、
今
我
々
に

必
要
で
あ
る
。�

（
Ｑ
）

　
２
月
１４
日
（
木
）、
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
平

成
３０
年
度
全
国
女
性
部
長

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
石
原
ル
ミ
コ
東
京
都
連

女
性
部
長
の
発
声
で
開

会
。
津
島
雄
二
会
長
は
挨

拶
の
中
で
「
私
は
８９
歳
に

な
り
、
同
僚
の
代
議
士
は

ほ
と
ん
ど
居
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
う
し
て
、
皆

さ
ん
と
共
に
活
動
出
来
る

こ
と
は
、
有
難
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。」「
申

し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
私

は
日
本
の
社
会
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
人
口
減
少
の
問
題
で

す
。
少
子
化
等
の
人
口
減

少
は
広
く
、
深
く
、
日
本

に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
政
府

も
経
済
界
も
財
政

で
大
き
な
犠
牲
を

払
い
、
対
応
し
て

い
ま
す
が
、
認
識

が
不
十
分
で
す
。

こ
の
ま
ま
人
口
が

減
る
と
日
本
は
ど

う
な
る
の
か
。
命

あ
る
限
り
私
は
訴

え
て
、
日
本
の
社

会
を
生
き
返
ら
せ

る
た
め
に
頑
張
り

た
い
。
日
公
連
も
関
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
小
松
専
務
理

事
か
ら
会
務
報
告
。
川
窪

洋
子
女
性
部
委
員
長
よ
り

挨
拶
が
あ
っ
た
。

【
報
告
と
協
議
事
項
】

　
司
会
進
行
を
丸
山
万
紀

子
栃
木
県
連
女
性
部
長
、

吉
池
い
わ
子
長
野
県
連
女

性
部
長
が
務
め
、
報
告
と

協
議
事
項
に
入
っ
た
。

❶
平
成
３０
年
度
女
性
部

活
動
状
況
調
査
結
果
に
つ

い
て

　
石
原
ル
ミ
コ
東
京
都
連

女
性
部
長
、
中
島
惠
津
子

神
奈
川
県
連
女
性
部
長
が

調
査
結
果
に
つ
い
て
分
析

し
報
告
。

❷
実
践
事
例
発
表（
別
掲
）

　
鈴
木
洌
子（
秋
田
県
連
）

　
吉
澤
佳
子(

岡
山
県
連)

《
昼
食
・
休
憩
》　

❸
実
践
事
例
発
表
に
対
す

る
質
疑
と
意
見
交
換
　

❹
平
成
３１
年
度
女
性
部
活

動
推
進
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
（
別
掲
）

❺
講
話

「
女
性
部
の
歩
み
と
女
性

部
の
活
動
に
期
待
さ
れ
る

も
の
」（
別
掲
）

❻
事
務
局
よ
り

「
伝
統
文
化
親
子
教
室
事

業
」
に
つ
い
て

◎
最
後
に
「
今
日
の
日
は

さ
よ
う
な
ら
」を
合
唱
し
、

再
会
を
誓
っ
て
閉
会
。

　
女
性
部
は
、
今
年
度
も

会
員
増
を
目
指
し
勧
誘
に

取
り
組
ん
だ
が
女
性
会
員

数
は
昨
年
比
減
少
し
た
。

し
か
し
、
達
成
目
標
の
会

員
女
性
比
４０
％
に
対
し
、

全
県
連
の
３４
％
が
目
標
値

に
達
し
前
年
比
微
増
、
比

率
は
上
向
き
で
あ
る
。

　
平
成
３１
年
度
女
性
部
活

動
推
進
計
画
は
活
動
状
況

調
査
等
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
次
の
よ
う
な
目
標
と

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

◎
女
性
部
３１
年
度
の
目
標

▼
女
性
会
員
増
と
退
会
防

止
▼
社
会
貢
献
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む

❶
最
重
点
課
題

『�

組
織
の
拡
充
・
強
化
と

活
性
化
』

❷
活
動
推
進
テ
ー
マ

　
強
く
し
な
や
か
に
活
動

の
輪
を
広
げ
、
会
員
増
へ

の
積
極
的
な
活
動
と
社
会

貢
献
活
動
を
展
開
し
よ
う

❸
サ
ブ
テ
ー
マ

◇
各
退
公
連
が
支
部
等
の

実
情
に
即
し
て
設
定
す
る

実
践
Ａ 

秋
田
県
連

女
性
部
長
　
鈴
木
洌
子

『
女
性
会
員
の
増
強
を
図

り
な
が
ら
会
員
同
士
の
絆

を
深
め
る
』（
要
点
）

⑴
会
員
の
拡
充
・
強
化
策

▼
入
会
員
の
勧
誘
▼
中
途

退
会
者
へ
の
慰
留
及
び
防

止
▼
準
会
員
を
正
会
員
へ

⑵�

会
員
同
士
の
絆
を
強
め

る
た
め
に

▼
女
性
部
活
動
を
中
心
の

友
愛
・
親
睦
活
動
▼
魅
力

的
で
活
気
あ
る
会
に
す
る

活
動（
他
支
部
と
交
流
等
）

⑶�

今
後
の
課
題
「
輪
を
よ

り
広
げ
る
た
め
に
」

▼
会
員
の
会
に
対
す
る
意

識
調
査
（
３
つ
の
層
を
認

識
）
を
し
、
今
後
の
活
動

の
手
が
か
り
に
す
る
。

▼
会
員
勧
誘
の
た
め
の
資

料
を
検
討
工
夫
す
る
。

◎
支
部
訪
問
や
ア
ン
ケ
ー

ト
で
見
え
る
も
の
見
え
な

い
も
の
が
見
え
て
き
た
。

◎
従
来
の
活
動
に
魅
力
あ

る
か
否
か
必
ず
メ
ス
を
入

れ
る
。◎
何
を
す
る
の
か
、

目
標
と
し
っ
か
り
し
た
組

織
づ
く
り
が
第
一
。

実
践
Ｂ  

岡
山
県
連

女
性
部
長 

吉
澤
佳
子

『
女
性
部
の
社
会
貢
献
活

動
に
つ
い
て
』（
要
点
）

◆
岡
山
県
連
（
３
地
区
２８

支
部
）
の
実
情
と
会
員
の

女
性
比
に
つ
い
て
説
明
。

◆
主
な
活
動
内
容

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
介
護
老
人
保
健
施
設
等

へ
の
訪
問

②
子
育
て
支
援

③
環
境
美
化
運
動

④
慈
善
奉
仕
活
動

◆
組
織
の
充
実・発
展
、社

会
貢
献
活
動
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
支
部
を
紹
介
。

◆
実
践
事
例
（
小
中
学
生

・
一
般
を
対
象
）
の
発
表

紙
芝
居�「
石
井
十
次
物
語
」

　
実
際
に
吉
澤
さ
ん
が
実

演
し
、
石
井
十
次
の
生
き

方
を
感
動
的
に
演
じ
て
見

せ
た
。
石
井
十
次
は
明
治

時
代
、
岡
山
に
孤
児
院
を

作
り
児
童
救
済
に
力
を
尽

く
し
、「
児
童
福
祉
の
父
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
女
性
部
の
委
員
長
を
お

受
け
し
た
時
、
進
む
べ
き

道
を
見
出
す
た
め
に
、
次

の
資
料
❶
、
❷
を
参
考
に

『
女
性
部
の
あ
ゆ
み
』」を

ま
と
め
ま
し
た
。そ
の
時
、

❶
日
公
連
５０
年
史

　
終
戦
後
６
年
、
財
団
法

人
誕
生
の
証
と
な
っ
た

「（
財
）
日
本
退
職
公
務

員
連
盟
設
立
趣
意
書
」（
昭

和
２６
年
起
草
）
の
内
容
と

心
意
気
に
感
激
。

❷
日
公
連
広
報
部
よ
り
お

借
り
し
た
資
料
「
退
職
公

務
員
新
聞
」（
昭
和
４７
年

１１
月
号
）
の
安
冨
さ
た
の

婦
人
部
長
の
「
婦
人
部
の

使
命
・
婦
人
の
特
性
を
生

か
し
遂
行
す
れ
ば⋯

⋯

」

の
言
葉
に
深
く
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　
女
史
は
、「
女
子
の
格

差
是
正
と
差
別
待
遇
の
改

善
」
に
女
性
会
員
５
万
人

の
先
頭
に
立
ち
理
事
と
し

て
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
１１
年
に
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
振
り

返
る
と
男
女
共
同
参
画
の

精
神
を
正
し
く
理
解
し
、

実
現
す
る
努
力
が
欠
け
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
に
な
っ
た

今
で
も
、
時
代
の
流
れ
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
と
安
易

に
考
え
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
自
分
で
調
べ
、

考
え
、
自
分
で
試
し
て
、

自
信
を
持
っ
て
伝
え
る
」

よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。

◇
ま
た
、
私
は
人
生
の
基

礎
と
な
る
家
庭
教
育
・
伝

統
文
化
を
大
切
に
し
、
伝

え
て
い
き
た
い
。

　
特
に
「
命
の
つ
な
が
り

は
、
人
間
の
使
命
と
し
て

果
た
す
こ
と
」
を
伝
え
た

い
。

◇
家
庭
教
育
で
は
、
美
智

子
皇
后
様
が
ご
自
分
の
手

で
子
育
て
や
料
理
も
な
さ

れ
、
家
庭
生
活
を
大
切
に

さ
れ
た
こ
と
が
温
か
く
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

◇
伝
統
文
化
に
は
先
人
が

体
験
か
ら
残
し
た
格
言
も

加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
生
ま
れ
の
両
親
か

ら
、
夜
な
べ
や
農
作
業
の

折
々
に
聞
か
さ
れ
た
格
言

が
、
私
の
人
生
の
随
所
で

活
き
、
納
得
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。「
苦
あ
れ
ば
楽
あ

り
、念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
、

子
ど
も
は
国
の
宝
」
等
。

◎
私
達
は
全
国
の
女
性
会

員
の
先
輩
方
が
積
み
上
げ

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
年
金

制
度
の
改
善
と
実
績
に
誇

り
を
持
ち
、「
女
性
の
使

命
と
特
性
を
生
か
し
て
目

標
を
遂
行
し
、
実
現
し
た

い
」
も
の
で
す
。

平
成
３１
年
度
全
国
女
性
部
長
会
テ
ー
マ

　
強
く
し
な
や
か
に
活
動
の
輪
を
広
げ
、

　
　
　
　
　
会
員
増
へ
の
積
極
的
な
活
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
よ
う

女
性
部
の
歩
み
と
活
動
に
期
待
さ
れ
る
も
の

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
　
前
女
性
部
委
員
長
　
藤
田
　
和
子

女
性
会
員
の
比
率
を
上
げ
よ
う

女
性
部
委
員
長
　
川
窪 

洋
子

実
践
事
例
発
表
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　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで
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ちょっといい話

うれしくなる話徳島県大会優勝

甲子園球場にて

　
私
は
長
年
に
わ
た
る

保
護
司
活
動
を
通
し

て
、
犯
罪
を
し
た
対
象

者
が
立
派

に
立
ち
直

る
姿
を
、

数
多
く
見

て
幸
せ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
相
手

に
接
す
る
時
に
、
常
に

そ
の
人
の
立
場
を
考
え

て
い
る
か
、誠
心
誠
意
、

対
応
で
き
て
い
る
か
を

自
問
し
つ
つ
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
の
年
金
制
度

は
、
国
家
財
政
が
厳
し

い
中
、
日
本
退
職
公
務

員
連
盟
が
国
に
対
し
て

諸
要
求
実
現
の
運
動
を

続
け
て
き
た
結
果
、
堅

持
さ
れ
て
い
る
と
言
っ

て
も
決
し
て
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
一
事
か
ら
も

「
自
分
は
人
に
活
か
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
を
形
に
し

て
、ま
た
、

公
務
員
の

仕
事
を
し

て
き
た
誇

り
を
忘
れ

ず
、
人
の
た
め
、
社
会

の
た
め
に
、
最
高
の
余

生
を
送
っ
て
い
く
務
め

が
あ
る
と
、
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

人
は
活
か
さ
れ
て

　
　
　
生
き
て
い
る

京
都
府
退
職
公
務
員
連
盟
　
会
長
　
岡
島
　
脩
雄

私
の
ひ
と
こ
と

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

愛
知
県
　
熊
谷
　
満
義

晩
酌
後
器
洗
い
て
卓
に
置
く
習
い
は

久
し
職
退
き
し
後岐

阜
県
　
竹
内
み
ゆ
き

自
分
史
に
戦
中
戦
後
の
ペ
ー
ジ
埋
め

昭
和
の
激
動
生
き
て
卆
寿
に

愛
知
県
　
柴
田
　
鏸
三

二
次
大
戦
当
時
我
等
は
少
国
民
米
寿

迎
え
て
来
し
方
思
う

富
山
県
　
神
田
　
洋
子

雪
の
中
木
の
実
啄
む
鵯ひ

よ
ど
りの
人
の
気
配

に
飛
び
立
ち
に
け
り

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

茨
城
県
　
前
野
平
八
郎

生
前
葬
生
前
贈
与
死
後
は
暇

茨
城
県
　
小
林
　
道
利

年
取
る
と
暇
が
負
担
に
な
っ
て
く
る

愛
知
県
　
中
尾
　
達
雄

風
邪
ひ
く
な
歩
け
こ
ろ
ぶ
な
健
長
寿

新
潟
県
　
多
田
　
和
子

十
七
歩
の
横
断
歩
道
に
手
を
挙
げ
て

車
に
会
釈
し
つ
つ
渡
り
ぬ

愛
知
県
　
鈴
木
　
昌
宏

広
き
田
に
男
一
人
と
コ
ン
バ
イ
ン
み
る

み
る
う
ち
に
稲
を
飲
み
込
む

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

愛
知
県
　
竹
内
　
明
弘

マ
ド
ン
ナ
の
面
影
探
す
同
窓
会

岡
山
県
　
久
本
に
い
地

歩
き
つ
つ
来
し
方
偲
び
蹴
躓
く

兵
庫
県
　
田
中
　
捷
巳

葛
の
花
荒
れ
し
墓
道
咲
き
ほ
こ
る

山
形
県
　
齋
藤
　
國
治

朝
ド
ラ
を
字
幕
で
見
て
る
老
い
難
聴

福
島
県
　
江
井
　
芳
朗

釣
船
草
風
を
波
と
し
て
ゐ
た
り

心豊かに

追
う
日
々
で
あ
っ
た
。

　
定
年
後
は
、
教
え
子
た
ち
と

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
に
挑
戦
し

て
い
る
。

　
こ
れ
は
か
つ
て
の
球
児
達
が

卒
業
後
、
再
び
甲
子
園
出
場
を

目
指
す
野
球
で
あ
る
。
年
齢
は

２０
歳
前
後
か
ら
還
暦
を
過
ぎ
た

Ｏ
Ｂ
の
人
た
ち
が
、
母
校
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
姿
で
相
手
校
と
対
戦

す
る
。
私
は
縁
あ
っ
て
母
校
の

監
督
に
推
挙
さ
れ
、
今
は
教
え

子
た
ち
と
総
監
督
と
し
て
、
毎

試
合
球
場
に
立
っ
て
い
る
。

　
試
合
開
始
。
か
つ
て
の
球
児

　
新
任
教
員
着
任
以
来
、
長
期

に
わ
た
り
高
校
野
球
の
指
導
に

係
わ
っ
て
き
た
こ
と
で
野
球
は

大
好
き
で
あ
る
。
プ
ロ
野
球
は

阪
神
、
そ
れ
よ
り
も
血
わ
き
肉

躍
る
の
が
愛
す
る
高
校
野
球
で

あ
る
。
昭
和
４８
年
に
は
母
校
小

松
島
高
校
の
教
壇
に
立
ち
、
同

時
に
野
球
部
監
督
を
拝
命
し

た
。
以
後
２０
年
間
、
選
手
の
真

情
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
勝
つ
こ

と
よ
り
も
進
歩
さ
せ
る
事
を
胸

中
に
猛
練
習
に
明
け
暮
れ
た
。

選
手
達
と
遙
か
彼
方
の
甲
子
園

を
目
指
し
、
ひ
た
す
ら
白
球
を

の
丸
く
せ
り
出
し
た
腹
、
走
る

姿
は
た
ど
た
ど
し
い
。
そ
れ
で

も
懸
命
に
白
球
を
追
う
姿
は
、

か
つ
て
の
高
校
時
代
そ
の
も

の
。
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
「
パ
パ

頑
張
っ
て
！
」
と
家
族
全
員
の

温
か
い
声
援
。
球
場
の
土
、
そ

よ
吹
く
風
は
、
言
い
よ
う
の
な

い
心
地
よ
さ
で
あ
る
。

　
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
に
卒
業

は
な
い
。
平
成
３０
年
徳
島
大
会

が
始
ま
る
。

　
初
戦
・
阿
波
高
Ｏ
Ｂ
、
２
回

戦
・
池
田
高
Ｏ
Ｂ
、
準
決
勝
・

城
南
高
Ｏ
Ｂ
戦
。
と
く
に
準
決

勝
は
印
象
深
い
。
９
点
の
ビ
ハ

イ
ン
ド
を
大
逆
転
し
た
。
選
手

の
一
体
感
と
強
い
信
頼
関
係
あ

っ
た
か
ら
だ
。

　
決
勝
戦
は
８
月
１２
日
、
科
学

技
術
高
Ｏ
Ｂ
と
試
合
。
９
対
１１

で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
、
☆
優
勝
し

た
。
そ
し
て
、
◎
甲
子
園
初
出

場
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
た
。

　
全
員
マ
ウ
ン
ド
で
喜
び
を
爆

発
さ
せ
る
。
校
歌
を
合
唱
す
る

頬
に
は
一
筋
の
涙
。

　
彼
ら
と
の
全
試
合
は
、
私
の

貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
宝
物
で

あ
る
。

　
教
え
子
と
母
校
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
姿
で
野
球
で
き
る
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。
そ
し
て
、

い
つ
ま
で
も
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子

園
に
挑
戦
し
た
い
。

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
に
挑
戦

　

教
え
子
達
と
初
出
場
そ
し
て
感
謝
！

徳
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
勝
浦
支
部
　
稲
井
　
稔
　

　
時
代
の
趨
勢
と
は
い
え
会
員
減
少
は
著
し
く
会
の
活
力
は
減
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
時
、
誰

と
も
な
く
「
愛
の
３
本
運
動
」
即
ち
「
愛
の
声
掛
け
」「
愛
の
ひ
と
工
夫
」「
愛
の
タ
オ
ル
１
本
運
動
」
の
声

が
あ
が
っ
た
。
一
つ
の
テ
ー
マ
に
全
県
が
結
束
、
２０
年
弱
の
絆
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

静
岡
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
事
務
局
長
　
長
屋
　
梅
子

『
愛
の
３
本
運
動
』
を
柱
に

　
　
　
　
潤
い 

豊
か
な
絆
づ
く
り

いま地連では

静岡県連の巻

　
愛
の
３
本
運
動
は
福
祉

・
女
性
委
員
会
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
。

　
継
続
の
背
景
に
は
、
体

験
の
蓄
積
に
よ
っ
て
心
通

わ
せ
た
心
情
的
働
き
が
存

在
し
て
い
る
に
違
い
な

い
。
ま
た
、
組
織
で
の
取

組
み
も
継
続
の
力
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
会

員
で
は
な
い
け
れ
ど
タ
オ

ル
を
用
意
し
ま
し
た
の
で

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。」

と
、
今
や
住
民
を
巻
き
込

ん
で
の
運
動
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

⑴『
愛
の
３
本
運
動
』と
は

　
～
あ
る
支
部
の
紹
介
～

❶
愛
の
ひ
と
工
夫

手
芸
教
室

○
飾
り
手
鞠
づ
く
り

○
猫
の
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り

○
瓢
箪
の
絵
つ
け

　
右
の
教
室
３
グ
ル
ー
プ

で
活
動
。
一
般
の
方
々
に

も
参
加
者
を
募
り
、
チ
ラ

シ
案
内
は
他
団
体
や
公
民

館
な
ど
に
も
配
る
。
そ
れ

ら
の
活
動
に
は
、
初
め
て

退
公
連
を
知
っ
た
方
々
も

参
加
し
、
地
域
に
貢
献
す

る
だ
け
で
な
く
、
退
公
連

の
賛
同
者
を
得
る
よ
い
機

会
と
も
な
っ
て
い
る
。

❷
愛
の
声
掛
け

会
員
作
品
展

　
声
掛
け
は
絆
づ
く
り
に

必
要
で
あ
る
。
こ
の
時
は

特
に
ひ
と
声
を
掛
け
る
。

　
作
品
展
は「
手
芸
教
室
」

で
作
っ
た
作
品
の
他
に
、

一
般
の
方
の
作
品
も
一
緒

タ
オ
ル
・
浴
衣
・
シ
ャ
ツ

そ
の
他
が
集
積
さ
れ
る
。

そ
れ
を
仕
分
け
た
り
大
布

・
小
布
に
裁
断
し
た
り
す

る
。

　
今
年
は
、
総
て
を
タ
オ

ル
に
換
算
し
て
６
、
７
百

本
位
で
あ
る
が
、
ピ
ー
ク

時
に
は
、
３
千
本
に
迫
る

勢
い
で
あ
っ
た
と
聞
く
。

　
収
集
さ
れ
た
タ
オ
ル
等

は
仕
分
け
し
、
梱
包
。
手

作
り
の
手
芸
作
品
は
、
老

人
福
祉
施
設
等
に
愛
の
こ

も
っ
た
名
刺
代
わ
り
に
添

え
ら
れ
て
寄
贈
さ
れ
る
。

ど
の
施
設
で
も
大
変
喜
ば

れ
、
嬉
し
い
こ
と
に
感
謝

状
ま
で
戴
い
て
い
る
。

⑵
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る

　
夏
の
手
芸
教
室
に
始
ま

り
会
員
作
品
展
、
タ
オ
ル

一
本
運
動
と
続
く
が
一
本

作
品
を
募
集
中
！

◇�

事
務
局
編
集
係（
宛
）短
歌
、俳
句
、

川
柳

に
展
示
す
る
。
退
公
連

の
存
在
を
地
域
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
も
必
要
な

活
動
で
あ
る
。

❸
愛
の
タ
オ
ル
１
本
運

動　
１１
月
、
地
区
委
員
に

よ
っ
て
「
愛
の
タ
オ
ル

１
本
運
動
」が
始
ま
る
。

一
本
が
打
ち
上
げ
花
火
に

終
わ
ら
ず
、
ラ
イ
ン
で
繫

が
る
大
事
業
と
し
て
捉
え

て
い
る
。
出
会
い
の
中
で

頂
い
た
笑
顔
や
励
ま
し
の

言
葉
を
糧
に
、
社
会
貢
献

の
小
さ
な
渦
が
県
民
運
動

と
な
っ
て
行
く
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

　
今
年
度
も
３
月
７
日
の

理
事
会
・
第
２０４
回
評
議
員

会
で
総
て
の
行
事
が
終
わ

り
ま
し
た
。
来
年
度
、
決

意
新
た
に
の
ぞ
み
た
い
も

の
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

● 日公連の主な予定 ●
４ ／１６（火）　 ３ 委員長会
５ ／ ８ （水）　監査会
５ ／１０（金）　財務委員会
５ ／１６（木）　�理事会

第２０５回評議員会
４ ／２７（土）〜 ５ ／ ６（月）
日公連事務局は休みです。

訂
正
と
お
詫
び

　
２
月
号
１
面
「
年
金
最

新
情
報
」
の
資
料
グ
ラ
フ

の
３１
年
度
の
改
定
額
の
数

値
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
１．０
％
は
プ
ラ
ス
０．１

％
と
な
り
ま
す
。

　
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
編
集
部
）

日
公
連
短
信
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